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 本研究では、道徳科において各教科等や内容項目を相互に関連付けた計画的・

発展的な授業を構想することで、生徒自らが道徳性に係る成長を実感できるよ

うにすることを目指した。そのために、道徳教育全体計画や年間指導計画を基

に道徳科における「単元」を設定して、各教科等や内容項目を関連付けて授業

を構想した。また、生徒が蓄積した学習履歴「M-ログpluS」や振り返りの記述

を指導者間で組織的に共有・分析することで指導と評価の一体的な充実につな

げた。さらに、生徒が学習履歴「M-ログpluS」を活用して「単元」の学びを振

り返ることで、道徳性に係る成長を実感することができた。 



令和５年度(2023年度) 研究員派遣による学校支援に関する研究(道徳科) 研究概要図 

 

道徳科が学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての役割を果たすことができるよう、計画的、発
展的な指導を行うことが重要である。 中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 特別の教科 道徳編

課題 ・年間指導計画や教材配置等の見直し ・道徳科での学びと各教科等での学びを結び付ける
令和４年度研究員派遣による学校支援に関する研究(道徳科)

Ｑ「各教科等や体験活動において、道徳科の
内容項目との関連を意識して指導を行った」

Ａ 中学校56.2%(小学校比-16.7)
令和４年３月「道徳教育実施状況調査」

Ｑ「生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、生
徒のスタディ・ログを活用した学習状況等の確認にどの程度活用していま
すか」→「ほぼ毎日」「週３回以上」「週１回以上」の回答

Ａ 滋賀県22.2% 令和４年４月「全国学力・学習状況調査[学校質問紙]」
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研究員派遣による学校支援に関する研究(道徳科) 

 

中学校道徳科における各教科等や内容項目を 
相互に関連付けた計画的・発展的な授業構想 

－道徳教育全体計画や年間指導計画を基にした学習計画と学習履歴の組織的な活用を通して－ 

 

Ⅰ 主 題 設 定 の 理 由 

 

中学校学習指導要領(平成29年告示)解説 特別の教科 道徳編(以下、学習指導要領解説という。)で

は、「道徳科が学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての役割を果たすことができるよう、

計画的、発展的な指導を行うことが重要である。特に、各教科、総合的な学習の時間及び特別活動におけ

る道徳教育としては取り扱う機会が十分でない道徳的価値に関わる指導を補うことや、生徒や学校の実

態等を踏まえて指導をより一層深めること、相互の関連を捉え直したり発展させたりすることに留意し

て指導することが求められる」１）と示されている。このように、生徒が自らの学びを振り返り、成長を

実感しながら、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うために、道徳科において各教科等や内容

項目を相互に関連付けて、計画的・発展的な授業を行うことが求められている。 

 このことについて、令和３年度道徳教育実施状況調査i）の結果では、「『道徳教育』の充実のために学

校としてどのような取組を行いましたか」という設問に対して、「各教科等や体験活動において、道徳科

の内容項目との関連を意識して指導を行った」を選択した中学校は、56.2％(小学校比－16.7)であり、

課題が見られた。 

 また、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して(答申)」(令和３年１月)で、「学習履歴(スタディ・

ログ)をはじめとした様々な教育データを蓄積・分析・利活用することにより、児童生徒自身の振り返り

につながる学習成果の可視化がなされるほか、教師に対しては個々の児童生徒の学習状況が情報集約さ

れて提供され、これらのデータをもとにしたきめ細かい指導や学習評価が可能となる」２）とある。道徳

科において、生徒が自らの学びや気付きの記述を学習履歴として蓄積することは、生徒自身が学習を振

り返り、自己の変容に気付き、道徳性に係る成長を実感することに効果的であると考えられる。しかし、

令和４年に実施された全国学力・学習状況調査の本県の回答集計結果［学校質問紙］において、「生徒一

人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、生徒のスタディ・ログを活用した学習状況

等の確認にどの程度活用していますか」という設問に対して、「ほぼ毎日」「週３回以上」「週１回以

上」と回答した中学校の割合は22.2％であった。 

当センターでは、令和４年度研究員派遣による学校支援に関する研究(道徳科)(以下、令和４年度研究

という。)において、１人１台端末を活用し、生徒が蓄積した学習履歴を同学年を担当する指導者で組織

的に共有・分析した。その結果、指導者の道徳科の授業における指導と評価に対する理解が深まった。ま

た、生徒自身が学習履歴の整理・見直しをしたことで、道徳性に係る成長を実感する生徒の姿につながっ

た。しかし、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の視点から、生徒自らが成長をより実感できる

ように、道徳科の年間指導計画や扱う教材の配置等の見直しを進めることや、道徳科での学びと各教科

や学校生活を結び付けることについては課題が残った。 

 そこで、本研究では、道徳教育全体計画や年間指導計画を基に、各教科等や内容項目を相互に関連付

                             
i）道徳教育実施状況調査は、「道徳科を要とした道徳教育の全国的な取組状況や課題を把握することで、今後の道徳教育のさらなる改

善、充実を図るために必要な知見を得ること」を目的に、令和３年度に無作為抽出による小学校 1,197 校、中学校 1,144 校と、全て

の都道府県、市区町村の教育委員会を対象に実施された調査である。本調査は、文部科学省による「道徳教育の抜本的改善・充実に

係る支援事業」の一環として、株式会社パデコが行ったものである。 
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けた道徳科の学習計画を立てる。そして、生徒が１人１台端末に蓄積した学習履歴を指導者が組織的に

活用する。そうすることで、各教科等や内容項目を相互に関連付けた計画的・発展的な授業構想につな

がり、生徒が自らの道徳性に係る成長を実感できると考え、本主題として設定した。 

 

Ⅱ 研 究 の 目 標 

 

道徳教育全体計画や年間指導計画を基に道徳科の学習計画を立て、指導者が学習履歴を効果的に活用

することにより、各教科等や内容項目を相互に関連付けた計画的・発展的な授業構想を行い、生徒が自

らの道徳性に係る成長を実感できるようにすることを目指す。 

 

Ⅲ 研 究 の 仮 説 

 

道徳教育全体計画や年間指導計画を基に、「学びの軌跡シート(改)」を活用して道徳科の学習計画を

立てる。そして、生徒が１人１台端末に蓄積した道徳科や各教科等の学習履歴を、同学年を担当する指

導者間で共有し、活用方法について共通理解を図り、組織的な取組を行うことで、指導と評価の一体的

な充実につなげる。そうすることで各教科等や内容項目を相互に関連付けた計画的・発展的な授業を構

想することができ、生徒は各教科等の学びを結び付けて、自らの道徳性に係る成長を実感できるだろう。 

 

Ⅳ 研究についての基本的な考え方 

 

１ 道徳教育全体計画や年間指導計画を基にした学習計画 

(１) 「学びの軌跡シート(改)」による道徳教育全体計画の具体化 

学習指導要領解説では、「道徳教育の全体計画に基づ

き、各教科、総合的な学習の時間及び特別活動との関連

を考慮しながら、道徳科の年間指導計画を作成するもの

とする」「３学年間を見通した重点的な指導や内容項目

間の関連を密にした指導、一つの内容項目を複数の時間

で扱う指導を取り入れるなどの工夫を行うものとする」

１）と示されている。そこで本研究では、「学びの軌跡シー

ト(改)」(図１)を用いて学習計画を立てる。これは、当

センターの令和３年度研究員派遣による学校支援に関する研究(道徳科)(以下、令和３年度研究とい

う。)の研究成果物である「学びの軌跡シート」に、各教科等との関連を示す部分(図１のア)を付け

加えたシートである。このシートでは、道徳教育全体計画や年間指導計画を基に学校、学年の重点

目標に関わる内容項目を赤で囲い、太字で表すとともに(図１のイ)、それぞれの内容項目と関連付

ける各教科等を示す。そして、道徳教育全体計画の学年の重点目標と関わりの強い複数の内容項目

を、一つのまとまりにした学習計画(以下、「単元」という。)を設定する。「単元」を構成する内容

項目については、それぞれを矢印でつなぎ、関連性を把握できるようにする(図１のウ)。また、道

徳教育全体計画の学年の重点目標から「単元」のめあてを設定することで、「単元」を通して生徒が

考えを深めていく内容を明らかにする。「単元」の１単位時間の授業では、各教科等や内容項目を関

連付けながら「単元」のめあてについて考えを深められるような授業を構想する。 

このように、「学びの軌跡シート(改)」を活用することで、道徳教育全体計画や年間指導計画を

基に学習計画を立て、各教科等や内容項目を相互に関連付けた授業を構想することができる。 

図１ 「学びの軌跡シート(改)」の一部(内容は一例) 
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(２) 「授業構想シート(改)」による１単位時間の授業構想 

１単位時間の道徳科の授業構想には、「授業構想

シート(改)」(図２)を活用する。これは、当センター

の令和３年度研究の研究成果物である「授業構想

シート」に、各教科等や内容項目との関連を示す部

分(図２のア)を付け加えたシートである。このシー

トでは、「学びの軌跡シート(改)」を基に、本時の

主題、内容項目を確認し、各教科等や内容項目との

関連を把握する。そして、道徳的価値観、生徒観、

教材観(図２のイ)を踏まえて本時のねらい(図２の

ウ)を設定する。次に、本時のねらいから目指す生徒

の学びの姿(図２のエ)を考える。その際、学習指導要領

解説を基に作成した「評価の視点」(図２のオ・詳細は図

３)から、目指す生徒の学びの姿を実現するための本時の

学習指導過程や指導方法(図２のカ)を考える。また、「評

価の視点」から、どの場面で、どの視点で評価を行うの

か、どのように生徒にフィードバックをするのかを具体

的に示す。 

このように「授業構想シート(改)」を活用することで、

各教科等や内容項目を相互に関連付けた授業の進め方や

評価、フィードバックについて指導者間で共通理解を図る。 

 

２ 学習履歴「M-ログpluS」の活用と組織的な取組 

(１) 学習履歴「M-ログpluS」の活用 

「単元」に関わる学びを蓄積していくために、学習履歴

「M-ログpluS」i）(以下「M-ログpluS」という。)を活用する

(図４)。これは、当センターの令和４年度研究の研究成果物

である学習履歴「M-ログ」に、「単元」のめあて(図４のア)

とめあてに対する学習前後の考えを記述する部分(図４の

イ)を付け加えたシートである。「M-ログpluS」は１人１台

端末に導入されている授業支援アプリや協働支援ツールに

合わせてシートを調整し、生徒が道徳科や各教科等での学び

を蓄積して活用する。活用方法として、生徒は「単元」の学

習の始めに、めあてに対する学習前の考えを記述する。次に、

道徳科の「評価の視点」である「多面的・多角的な見方へと

発展させたか」と「自分自身との関わりで考えを深められた

か」を横軸と縦軸で表し、道徳科や各教科等の学習を通して

学んだことや考えたこと、気付いたことなど(以下、学びと

いう。)を配置する(図４のウ)。どこに学びを配置するか、

「単元」のめあてと結び付けて、道徳科以外のどのような学

                             
i）「pluS」の「S」は「Subject(教科)」「Special activity(特別活動)」「School event(学校行事)」「総合的な学習の時間」など各教科等に

あてはまる活動の頭文字を意味する。 

図２ 「授業構想シート(改)」 

 

図４ 生徒が学びを蓄積するシート「M-ログ

pluS」(内容は一例) 
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視点１：一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか

① 道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やそのときの心情を様々
な視点から捉え考えようとしている

② 自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しようとしている
③ 複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行動を広い
視野から多面的・多角的に考えようとしている

視点２：道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか

④ 読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、自分なりに具体的に
イメージして理解しようとしている

⑤ 現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考えを見直している
⑥ 道徳的な問題に対して自己の取り得る行動を他者と議論する中で、道
徳的価値の理解を更に深めている

⑦ 道徳的価値を実現することの難しさを自分のこととして捉え、考えようと
している

人間としての生き方について考えを深めているかどうか

図３ 二つの「評価の視点」と七つの例 

 

中学校学習指導要領(平成 29年告示)解説 特別の教科 道徳編を参考に作成 
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びを配置するか、については、生徒が自由に考えて蓄積していく。そして、「単元」の学習の最後に

は「単元」の学びを振り返る授業を行う。「単元」の学びを振り返る授業では、生徒が「M-ログpluS」
に蓄積した学びを見返し、その内容を他者と交流した後に、「単元」のめあてに対する学習後の考え

を記述する。そうすることで、生徒は他者との交流や学習前後の記述を比較することを通して、自

分の考えの深まりや変容を感じることができる。 

このように「M-ログpluS」を活用して、「単元」の学びを振り返る授業を行うことで、生徒が道

徳科と各教科等での学びを結び付けて、道徳性に係る成長を実感することにつなげる。 

 

(２) 指導と評価の一体的な充実を目指す組織的な取組 

指導者は「授業構想シート(改)」や「M-ログpluS」を活用して、授業の省察に組織的に取り組み、

指導と評価の一体的な充実を目指す。 

授業の省察では、指導者間で振り返りの記述や「M-ログpluS」への学びの蓄積状況を分析する。

そして、ねらいとする道徳的価値の理解を深めることができたか、学習指導過程や指導方法が適切

であったかを見直す。このような省察を授業ごとに行うことで、学習指導過程の見直しや工夫につ

なげ、指導の充実を図る。さらに、振り返りの記述や「M-ログpluS」への学びの蓄積状況は、「評

価の視点」を基に分析することで、評価とフィードバックの充実にもつなげていく。その際、令和３

年度研究で取り組んだ評価とフィードバックの研究成果を生かして、評価に用いる資料や授業中の

言葉掛け、振り返りの記述に対しての線引きやコメントなどの評価とフィードバックの方法につい

て指導者間で共通理解をして取り組んでいく。また、「M-ログpluS」では生徒一人ひとりの学習状

況を一覧することができるため、大くくりなまとまりで生徒の道徳性に係る変容を見取ることにも

活用する。 

他にも、指導者がそれぞれ交代で学年の全学級を回って道徳科の授業を行う(以下、ローテーショ

ン道徳という。)ことで、学級担任ではない指導者とも授業の省察を行う機会を設け、組織的な取組

の一層の充実を図る。 

このような、指導と評価の一体的な充実を目指した組織的な取組を行うことで、生徒が道徳性に

係る成長を実感する姿につなげていく。 

 

３ 研究成果の検証 

「M-ログpluS」への学びの蓄積状況や、「評価の視点」を踏まえた１単位時間の道徳科の授業にお

ける振り返りの記述、発言や授業中の様子、生徒と指導者への質問紙調査や聞き取り調査等を基に、

研究の成果を検証する。特に「M-ログpluS」では、「単元」のめあてに対する記述の変容だけでなく、

道徳科の学びと各教科等の学びを結び付けて蓄積、記述しているかどうかについても見取っていく。 

 

Ⅴ 研 究 の 進 め 方 

 

１ 研究の方法 

(１) 研究協力校の道徳科におけるこれまでの取組や生徒および指導者の意識調査から、各校の実態や

課題を把握し、本研究の目標に沿って学校支援の内容を設定する。 

(２) 各校の道徳教育全体計画や年間指導計画、生徒の実態を把握したうえで、道徳科の授業において

各教科等や内容項目を相互に関連付けた学習計画を立案する。 

(３) １人１台端末に蓄積された道徳科や各教科等の学習履歴を基に、指導者とともに授業の省察を行

い、指導の充実を図る。 
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(４) 授業における生徒の学習状況と道徳性に係る成長の様子について、指導者とともに分析し、評価

やフィードバックを行う。 

(５) 年２回の派遣研究協議会を実施し、各校での取組について協議し、共通理解を図る。 

(６) 研究協力校での取組内容、成果と課題についてまとめる。 

 

２ 研究の経過 

４月 

４月～11月 

５月 

６～７月 

８月 

夏季休業中 

研究構想、研究推進計画の立案 

派遣研究(中学校２校、原則各校週１回派遣) 

派遣研究説明会 

生徒・指導者質問紙調査(始期)の実施と分析 

第１回派遣研究協議会 

道徳科指導力アップ研修に参加 

２学期に向けた授業構想の立案 

10～11月 

 

11月 

11月～12月 

１月 

２月 

３月 

生徒・指導者質問紙調査(終期)の実施

と分析 

第２回派遣研究協議会 

研究論文原稿執筆 

研究発表準備 

研究発表大会 

研究のまとめ 

 

Ⅵ 研 究 の 内 容 と そ の 成 果 

 

１ 研究協力校における現状の把握と道徳科における「単元」の設定 

  研究始期には、指導者への聞き取りや授業の参観を通し

て、研究協力校２校の現状を把握した。各校とも、道徳教育

推進教師や各学年の道徳担当が中心となって、扱う教材やそ

のねらいについて、同学年の指導者間で共通理解を図ってい

た。しかし、各教科等や内容項目を関連付ける具体的な場面

や内容、学年で重点的に取り扱う内容項目の把握について

は、指導者間で理解度に差があった。さらに、指導者11人を

対象に質問紙調査を行ったところ、「道徳科の授業で各教科

や総合的な学習の時間、特別活動(学校行事、生徒会活動等)

との関連を意識した指導を行っている」という設問に対し

て、約半数の指導者が「どちらかと言えば当てはまらない」

もしくは「当てはまらない」と回答した(図５の１)。また、

「道徳教育で目指す生徒の姿について年間の見通しをもち、

重点となる内容項目を把握して道徳科の授業を行っている」

という設問に対しては、半数以上の指導者が「どちらかと言えば当てはまらない」もしくは「当てはま

らない」と回答した(図５の２)。これらのことから、扱う教材やねらいについて、指導者間で共通理

解を図っているものの、各教科等の関連付けや、重点的に扱う内容項目の把握については、十分に共

通理解が図れていないことが分かった。他にも、生徒対象の質問紙調査を行ったところ「道徳の授業

で、これまでの道徳の授業の記録を見返したり、比べたりして自分の考えを深めている」という設問

に対して、約３分の１の生徒が「どちらかと言えば当てはまらない」もしくは「当てはまらない」と回

答した(図６)。このことから、道徳科の授業で過去の学習内容と関連付けて授業を構想することや、

生徒が自分の学習記録を見返す機会を充実する必要があることが分かった。 

そこで、各校で作成している道徳教育全体計画や年間指導計画を基に「単元」を設定し、各教科等や

内容項目を関連付ける場面や方法について共通理解を図り、実践を進めた。以下に、Ｘ校の実際と活

用した「学びの軌跡シート(改)」を示す(p.6の図７)。 

最初にＸ校の道徳教育全体計画から、学校と学年の重点目標に関わる内容項目を確認した(p.6の図

７のア)。さらに年間指導計画から、それぞれの内容項目で扱う教材と関連付けることができる各教科

 

図５ 指導者対象質問紙調査の結果(始期) 

回答総数 11人 

１道徳科の授業で各教科や総合的な学習の時間、特別活動(学校 

行事、生徒会活動等)との関連を意識した指導を行っている 

当てはまる 
どちらかと言えば 

当てはまる 

どちらかと言えば 

当てはまらない 
当てはまらない 

２人 ３人 ５人 １人 
２道徳教育で目指す生徒の姿について年間の見通しをもち、重点 

となる内容項目を把握して道徳科の授業を行っている 

当てはまる 
どちらかと言えば 

当てはまる 

どちらかと言えば 

当てはまらない 
当てはまらない 

０人 ４人 ６人 １人 

   

図６ 生徒対象質問紙調査の結果(始期) 

(数値は% 回答総数 335) 

始期 

道徳の授業で、これまでの道徳の授業の記録を見返し
たり、比べたりして自分の考えを深めている 
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等について確認した(図７のイ)。

次に、学年の道徳担当と協議し、

道徳教育全体計画の学年の重点

目標と関連性が強い内容項目を

選び出し、「単元」を構成する内

容項目を決定した(図７のウ)。こ

れらの「単元」設定に関する内容

は「学びの軌跡シート(改)」に示

し、指導者が内容を把握できるよ

うにした。また、道徳教育全体計

画の学年の重点目標から「単元」

のめあてを設定し、「単元」を通

して考えていく内容を明らかに

した。設定した「単元」１の詳細

を表１に示す。 

 

 

２ 各教科等や内容項目を相互に関連付けた授業の実際 

 「学びの軌跡シート(改)」を活用して「単元」を設定することで、道徳科の授業でねらいとする道徳

的価値の理解を深めるために各教科等と関連付けた指導の工夫を行うことと、「単元」のめあてや道

徳科の学びと関連付けた声掛け、指導を各教科等で行うことにつなげた。また、「単元」の道徳科の授

業に関連性をもたせるために、毎時間、授業の始まりに「単元」のめあてと「単元」で扱う教材名を提

示し、前時の生徒の振り返りの記述を数人分紹介した。このことにより、生徒がこれまでの学習内容

を振り返り、本時の学習と結び付けて考えようとすること、「単元」のめあてについて見つめ直すこ

と、多様な考え方があることに気付くことにつなげた。他にも、学習指導過程において、前時の学習内

容を想起させるような言葉掛けや、前時の学習内容を生かした発問を設定するなどの工夫を行った。

以下に、各教科等や内容項目を関連付けた授業の実際を述べる。 

 

(１) 教科(社会科)と関連付けた授業の実際 

   Ｘ校の第３学年で実施した内容項目「Ｃ12社会参画、公共の精神」(「サトシの一票」日本文教出

版)の授業を例に、社会科(公民的分野)と関連付けた授業の実際を以下に述べる(図７のエ)。 

この授業では「社会の一員として、主体的に社会に参画することで、よりよい社会の実現に寄与

しようとする実践意欲と態度を養うこと」をねらいとした。そこで、社会科の授業で学習した選挙

の仕組みについての学習内容を踏まえて授業を構想した。具体的には、授業の導入で、社会科での

選挙についての学習と関連付けて自分の考えを見つめ直すことができるよう、投票率のグラフを提

示したり、「選挙権を得たら自分は選挙に行くか、行かないか」について１人１台端末を活用して学

学年重点目標 
最上級学年としての自覚をもって、学校や社会のルールを守り、責任ある行動で集団生活の
向上に努める 

「単元」１のめあて 下級生があこがれる３年生になるために大切なことを考えよう 

「単元」１の構成 

Ａ１自主、自律、自由と責任 Ａ２節度、節制 

Ｂ７礼儀 Ｂ９相互理解、寛容 

Ｃ10遵法精神、公徳心 Ｃ11公正、公平、社会正義 

Ｃ15よりよい学校生活、集団生活の充実  

 

表１ Ｘ校の第３学年で設定した「単元」１の詳細 

図７ Ｘ校の第３学年の「学びの軌跡シート(改)」の一部 
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級で意見交流をしたりした。その後、中心発問で「登場人物が『将来の一票』をどう考えているか」

について問い、本時のねらいに迫った。授業の終わりには、導入時と授業後の自分の考えを比較し

ながら、本時の授業での学びについて振り返った。この授業について、生徒の振り返りには、進んで

選挙に参加しようとする意欲を示す記述が多くあり、本時のねらいとする道徳的価値について考え

を深めている姿が見られた(図８)。 

 

授業を担当した指導者Ａが、社会科を担当する指導者Ｂに、この授業での生徒の振り返りの記述

の内容や授業の様子を伝えたところ、指導者Ｂは「今回の道徳科の学びと社会科の学習を関連付け

ることで、社会の一員として社会参画する意欲を高める指導につなげることができる」と考えた。

そこで、指導者Ｂは、地方自治についての学習で、生徒が実際に住んでいる自治体を取り上げて、自

分事として感じられるように学習課題を設定し、授業を進めていった。指導者Ｂは、意欲的に学習

に取り組む生徒の姿から「道徳科での学びを結び付け、住民の一人として社会参画する意欲を高め

る指導の工夫ができたのではないか」と感じた。 

このように、道徳科の授業を社会科での学びと関連付けて構想することで、生徒が道徳的価値に

ついて考えを深めることができた。さらに、社会科の授業においても、道徳科での学びを踏まえて

指導の工夫を行うことで、生徒が学びを他教科と結び付けて学習に取り組むことにつながった。 

 

(２) 学校行事と関連付けた授業の実際 

Ｙ校の第１学年で文化祭や体育大会を終えた11月に実施した内容項目「Ｃ15よりよい学校生活、

集団生活の充実」(「けやき中を誇りに」教育出版)の授業を例に、学校行事と関連付けた授業の実際

を以下に述べる。 

   この授業では「充実した学校生活を送るために、集団の一員としての自覚をもって行動しようと

する心情を養うこと」をねらいとして授業を構想した。その際、中学校入学後の先輩との関わりや

その中で感じた先輩へのあこがれなど、生徒の実体験を想起して学習を進めていくこととした。 

実際の授業では、導入時に「みんなはどんな先輩になっていきたいですか」「学校行事などを通し

て、先輩からどんなことを学びましたか」と問いかけ、生徒一人ひとりが自分の体験から理想とす

る先輩像について考えを巡らせた。また、教材を範読する際に、指導者は、自分たちの合唱コンクー

ルの取組を思い出すよう声掛けをして、教材の内容を自分事として考えやすくするよう工夫をした。 

   このように生徒が実体験と重ね合わせて考えを深めることができるように、発問や声掛けの工夫

をしたことで、「授業や行事などいろいろな体験ができる学校で、一つひとつを仲間と協力し合い、

充実した学校生活を送れるようになりたいです。この話でいうと、『賞を目的に頑張ろう』ではな

く、クラスで練習し合った日々を大切に思えるようにしたいです」など、自分自身との関わりの中

で考えを深め、これからの行動につなげようとしている記述が見られた(図９)。 

 

 

 

 

 

・今回の学習で選挙は大切なものだと思った。「関係ない、ではない」という友達の意見に確かにそうだと思っ
た。そのために、今も生徒会選挙や学級会をしているんだと感じた。 

・自分の住んでいるところをよりよくしたいという思いがあるから、「自分が任せたい」と思った人に投票した
いと思った。 

・この授業で、選挙は決して自分に関係ないことではないし、もっと暮らしやすい町にするために、たった一票
だけど、大切に投票したいと思った。 

図８ 生徒の振り返りの記述(下線は筆者) 

図９ 生徒の振り返りの記述(下線は筆者) 

・この話は私たちのクラスにも当てはまるところがありました。合唱コンクールで努力したことを更に生かした
いと思いました。先輩たちが受け継いだＹ校の文化を後輩にも伝えるために誇りをもって生活していくことが
大切だと思いました。 

・この話は自分たちのクラスと重なることが多い話だったので、今までの自分の行動を振り返って、これからど
う生活していきたいかを考えることができた。この話の中の、３年生との交流の場面のように、自分も他学年
や他クラスの人との交流を大切にし、よりよい中学校生活にしていきたい。 
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このことから学校行事と道徳科の学びを関連付ける発問や声掛けを行うことで、教材の内容をよ

り身近に感じ、自分自身との関わりの中で考えを深めている生徒の姿を見取ることができた。 

 

(３) 内容項目を関連付けた授業の実際 

Ｘ校の第３学年で実施した授業のうち、内容項目「Ａ３向上心、個性の伸長」(「新しい夏のはじ

まり」日本文教出版)の授業を例に、内容項目を関連付けた授業の実際を以下に述べる(p.6の図７の

オ)。この授業に関わる「単元」と授業の概要(表２)、授業構想の一部(図10)をそれぞれ示す。 

本時の授業(表２のア)では「目標に向かっ

て努力することで、自己の成長があることに

気付き、そのために努力しようとする実践意

欲と態度を養うこと」をねらいとした。そこ

で、指導者は「結果だけに一喜一憂するので

はなく、目標の達成に向けて努力を続けるこ

との大切さ」について考えるために、前時の

学習と関連付けて、「前時に学習した吉田沙

保里選手なら、二人にどんな声をかけると思

いますか」という中心発問を設定した。 

この発問を行ったことで、生徒は教材に登場する中学３年生の心情理解を基に、「実際に挫折を

乗り越えて努力を続けた吉田沙保里選手ならば、悩む中学生にどんな声掛けをするだろう」と多面

的・多角的な視点で考えを巡らせていた。生徒が考えた声掛けの記述を見ると「頑張ってきたこと

は無駄じゃないから自分の頑張りを認めて次に生かそう」「勝った試合も負けた試合もその時の気

持ちもこれからの人生に生かせばいい」といった記述があり、本時のねらいに迫ることができた発

問であったことが分かる。また、１人１台端末を活用して、生徒が考えた声掛けの記述を学級内で

交流したことで、生徒は自分にはない多様な意見にふれることができた。 

生徒の振り返りの記述を見ると「最後の大会までにやれる練習は全力で取り組んで、後悔しない

ようにしたい」「頑張ったことが結果に必ずつながるわけではないし、結果を見ていつも落ち込ん

でいたけど、これからは前向きな考え方にもっていけるように意識することが大切だという思いに

変わった」という記述が見られた。このことから既習の内容項目と関連付けて授業を構想すること

で、生徒がこれまでの学びと結び付けて自分の生き方を見つめ直し、これからの生き方につなげよ

うとする生徒の姿を見取ることができた。 

 

３ 組織的な取組による指導と評価の一体的な充実 

(１) 授業後の省察の取組 

   Ｘ校では、生徒の振り返りの記述への線引きやコメントによる評価、フィードバックの方法を、

図10 「授業構想シート(改)」の一部 

表２ 「単元」と内容項目を関連付けた授業の概要 

「単元」の構成 
Ａ１自主、自律、 

自由と責任 
Ａ３向上心、個性の伸長 Ａ４希望と勇気、 

克己と強い意志 
Ａ５真理の探究、創造 

本時 ア 

内容項目・教材 Ａ３向上心、個性の伸長 「新しい夏のはじまり」(日本文教出版) 

教材の概要 
夏の大会で敗退し、部活動を引退した中学３年生が、部活動で成果を出せなかったことについて、
これまで自分がしてきた努力に価値があったかどうか不安になり、その思いを友人に語る。 

前時 

内容項目・教材 Ａ４希望と勇気、克己と強い意志 「銀メダルから得たもの」(日本文教出版) 

教材の概要 
吉田沙保里選手が、オリンピック４連覇をかけて挑んだ試合で敗退する。しかし、試合後の会見
では「銀メダルから得たものがある」とコメントする。 
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校内研究部会の一つである道徳改善部会から発信し、指導者間で共通理解を図ってきた。その取組

を生かして、「授業構想シート(改)」で想定した目指す生徒の学びの姿を基に、生徒の振り返りの記

述から授業後に省察を行った。 

省察では、想定した生徒の発

言や記述が見られなかったとき

や本時のねらいに十分に迫るこ

とができなかったときには、発

問の設定や意図的指名、生徒の

発言に対する問い返しの発問の

設定などが適切であったかなど

を見直し、指導の充実につなげ

た(図11)。さらに、振り返りの記

述を画像データ化して学年内で共有し、学級担任だけでなく、学級担任以

外の指導者も一緒になって「評価の視点」から分析することで、評価や

フィードバックの充実を図った(図12)。具体的には、振り返りの記述に線

引きやコメントを行うことと、授業の最初に前時の振り返りとして、「単

元」のめあてと結び付けている記述、多面的・多角的な見方で考えている

記述、自分自身との関わりで考えている記述を紹介することを行った。 

このような省察を組織的に行ったことで、指導や評価、フィードバックの充実を図る指導者の姿

が見られ、指導と評価の一体的な充実につながった。 

 

(２) ローテーション道徳の実施 

Ｙ校では、学級担任と学級担任以外の指導者

９人が、「単元」１と「単元」２の担当に分か

れ、それぞれの指導者が「単元」を構成する内

容項目の一つの授業を担当し、全４学級で順に

授業を行うローテーション道徳を実施した(表

３)。その際、授業を担当する指導者が毎回変

わり、普段授業を担当していない学級で指導す

ることがあるため、生徒の実態や前時の学習状

況を把握することに課題があることが分かっ

た。そこでＹ校では、前もって学年会で個々の

生徒についての情報共有をした。さらに、授業後の省察で、授業中の発言や様子、振り返りの記述か

ら、指導者間で丁寧に省察を行い、学習状況を把握した。その中では、「次はどの先生が来るんだろ

う」「担任の先生じゃないのは新鮮で、いつもとは違う学びがある」など、生徒が前向きに道徳科の

授業に取り組もうとしている言葉を伝え合う様子があった。また、道徳科の授業における生徒の反

応や発言だけでなく、担当している授業の様子との違い、学級担任が感じている雰囲気との違いな

ど、様々な視点で生徒の様子を指導者間で話し合う姿も見られた。 

このような生徒の情報共有や授業の省察を行うことは、普段授業を担当していない学級で授業を

行う指導者にとっては、授業前に学級の雰囲気や生徒の様子を理解することにつながり、発問に対

する生徒の反応を予想する手掛かりとなった。また、学級担任にとって、他の指導者の授業を参観

することで、担任する学級の生徒の新たな一面を知るきっかけになった。加えて、生徒の様子を丁

表３ Ｙ校の第１学年で設定した「単元」とローテーション

道徳で指導者が担当する内容項目 

図12 複数で協議する様子 

「単元」１：夢や目標を実現するために大切なことを考えよう 

時期 指導者 「単元」を構成する内容項目 

８月末 

から 

10月下旬 

① Ａ１自主、自立、自由と責任 

② Ａ３向上心、個性の伸長 

③ Ａ４希望と勇気、克己と強い意志 

④ Ａ５真理の探究、創造 

⑤ Ｄ22よりよく生きる喜び 

「単元」２：お互いを高め合いながら生活するために大切なこ

とを考えよう 

11月初旬

から 

12月中旬 

⑥ Ｂ７礼儀 

⑦ Ｃ11公正、公平、社会正義 

⑧ Ｃ12社会参画、公共の精神 

⑨ Ｃ15よりよい学校生活、集団生活の充実 

 

指導者Ｃ：「自分のいのちを百点満点に生きる」の部分について発問する
ことでは、本時のねらいである「自分のよいところを伸ばそう
とする意欲や態度」には迫れないと感じた。それよりも、「作
者がどんな思いをこの詩にこめたか」について問う方が生徒
は、考えを深められたと思う。 

指導者Ｄ：「百点満点」で生きることの大切さを感じてほしかったが、生
徒は予想した反応ではなかった。この教材を読んだときに生徒
がどう反応するか、予想が十分ではなかった。 

 
指導者Ｅ：生徒が自分事として考えるために、１人１台端末を使って研修 

で紹介されたアンケート調査を導入で取り入れようと思う。 
指導者Ｆ：この発問の時には、考えを整理し、広げていくために、意見の

種類ごとに意図的指名をすることが効果的だと思う。 

図11 省察でのやりとり(一部) 
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寧に観察し、評価の充実に生かすことができた。他にも、ローテーション道徳で、指導者が同じ教材

で複数回授業を行うことや他の指導者の授業を参観することで、「中心発問での話し合いにもっと

時間を確保したい」「視点を変えて考える発問を設定して学習を進めよう」「自分も１人１台端末を

活用した指導を考えよう」など、指導の充実につなげることもできた。 

このように生徒の情報共有や学習状況を把握して、ローテーション道徳を実施したことで、学年

組織として生徒理解を深めることにつながるだけでなく、道徳科における指導と評価の一体的な充

実にもつながった。 

 

４ 学習履歴「M-ログpluS」を活用した実践 

(１) 学習履歴「M-ログpluS」への学びの蓄積 

「M-ログpluS」の活用に際して、「単元」についての説明や、「M-ロ

グpluS」に学びを蓄積する視点や方法の説明を生徒に行った。Ｙ校では、

これまでから１人１台端末で、毎時間の振り返りシートを記述、蓄積し

ていた。そこで、生徒が振り返りシートのスクリーンショットを貼り付

ける形で「M-ログpluS」を活用した。Ｘ校では、授業支援ソフト・オク

リンクの特性に合わせて、「M-ログpluS」を「単元」のめあてに対する

考えを記述するシート(図13のア)と道徳科や各教科等の学びを蓄積する

シート(図13のイ)の２枚に分けて活用した。また、Ｘ校では、生徒が「単

元」のめあてと結び付けた各教科等での学びを定期的に蓄積するために、

道徳科の授業時間だけでなく、週に１回、帰りの会の時間を活用した。帰

りの会で学びを蓄積する時間をとることで、生徒は「単元」のめあてと結び付く各教科等での学び

がないか考えるようになった。「M-ログpluS」の活用を始めたころは、操作に時間がかかり、じっ

くりと１週間の学びを振り返る余裕がないように感じられたが、慣れてくると「どうしてそれを書

いたの」「確かにそれもあったな」と他者と交流しながら学びを蓄積する様子が見られた。 

 

(２) 成長の実感につなげる「単元」を振り返る授業 

「単元」の終わりには、生徒が学びを蓄積した「M-ログpluS」を活用

して、「単元」の学びを振り返る授業を行った。授業では、最初に、こ

れまで「M-ログpluS」に蓄積してきた道徳科の学びや、各教科等の学び

を見返したり追加したりして学びを整理した。次に、「M-ログpluS」に

蓄積した内容や蓄積した理由を生徒同士で説明し合い、考えを交流する

時間を設定した。Ｘ校では、交流する時間に生徒ａが「ALTの先生と話

すときに英語はうまく話せないけど、道徳の授業で学んだ、気持ちを態

度で表すことはできると思った」と発言したことから、道徳科の学びを

英語科の授業と結び付けて考えを深めたことが分かる(図

14)。また、交流後には、「単元」のめあてである「下級生が

あこがれる３年生になるために大切なことを考えよう」につ

いて、学習後の考えを記述し、その内容や理由についても、生

徒同士で交流した。その中で生徒ｂが「前は下級生に優しく

接することが大事だと思っていたけど、注意しないといけな

い場面では、厳しく言うことも大事だと思った」と発言した

り、生徒ｃが「単元」を通して学習した道徳科の内容を踏まえ

図13 X校の「M-ログpluS」 

ア 

図15 生徒ｃ(X校)の「M-ログpluS」
のシートの一部 

図14 生徒ａ(X校)の「M-ログ

pluS」のシートの一部

(囲みは筆者) 

イ 



研究員派遣による学校支援に関する研究(道徳科) 

  - 11 - 

て、「単元」のめあてについての考え

を深めたことを記述したりした(p.10

の図15)。Ｙ校においても「単元」のめ

あてである「夢や目標を実現するため

に大切なことを考えよう」について、

生徒ｄが「M-ログpluS」に整理したよ

うに、道徳科と各教科等の学びを結び

付けて考えが変化した記述があった

(図16)。このように、「単元」で学習

してきたことを振り返ることで、考え

が変わったことや深まったことにつ

いての発言や記述が見られた。 

「単元」の学びを振り返る授業につ

いて、生徒の振り返りには「自分の経

験や日常生活から、さらに考えを深めることができた」「自分の考えの変化がわかりやすく、成長し

たことを感じる」などの記述が見られた(図17)。このことから、「単元」の学びを振り返ることで、

道徳科の学びと各教科等の学びを結び付けて、道徳性に係る成長の実感を深めている姿を見取るこ

とができた。 

さらに、生徒の「M-ログpluS」を分析したところ、多くの生徒が道徳科での学びと学校行事での

学びを結び付けて蓄積していることが分かった。このことから、指導者は、学校行事を実施する際

には、その活動で養いたい道徳性を明確にして計画を立てることで、道徳教育の視点を意識した指

導を行うことができると実感するようになった。 

 

(３) 学習履歴「M-ログpluS」を活用した授業改善 

Ｘ校の第３学年のローテーション道徳で実施した授業(「二通の手紙」日本文教出版)では、生徒

一人ひとりが「M-ログpluS」のどの位置に学びを蓄積しているかを、学級単位で分析することで授

業改善につなげた。「二通の手紙」の概要を表４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

ア  
文化祭の合唱の練習では、失敗し
ても工夫を重ねたことが印象に
残ったからここに置きました。 

イ  
文化祭の劇で、周りの劇に自信を
なくすこともあったけど、ありの
ままの自分で取り組んだことが
印象に残った。 

ウ  
中間テストで失敗した時も、復習
して間違えないようにしようと
思った。 

エ  
体育大会の練習で、失敗した時も
あきらめないようにしようと
思った。 

オ  
部活の練習などで、苦しい時が
あっても努力しようと思った。 

内容項目 Ｃ10遵法精神、公徳心 主題 法やきまりの意義 
ねらい 法やきまりの意義を理解し、それらを主体的に守ろうとする態度や実践意欲を養う 

教材の概要 
動物園で入園係をしていた元さんのところに、入園終了時刻が過ぎてから小学校３年生くらいの女の子とその

弟である三、四歳くらいの男の子がやってくる。女の子が、弟の誕生日にどうしても入園したいと元さんに伝え
たところ、元さんは、入園時刻を過ぎていることや、保護者と同伴でないと入園できない規則であることを知り
ながらも、事情を察して二人を入園させる。ところが、閉園時刻を過ぎても姉弟は戻ってこず、職員総出で捜索
することになった。二人は無事であったが、入園を許可した元さんの行動が園内で問題視される。数日後そのこ
とについて、姉弟の母親から謝罪と感謝の手紙が届く一方、元さんは、上司から懲戒処分の文書を受け取る。す
ると元さんは、「この年になって初めて考えさせられることばかりです。この二通の手紙のおかげですよ。また、
新たな出発ができそうです。本当にお世話になりました」と語り、自ら退職する。 

 

図16 生徒ｄ(Ｙ校)の「M-ログpluS」(振り返りシートや蓄積さ
れた学びア～オとその詳細は筆者) 

図17 「M-ログpluS」を活用した「単元」の学びを振り返る授業での生徒の記述(下線は筆者) 

・「単元」を学ぶ前の考えと学んでからの考えを書くため、どのように考えが変わったのかわかりやすく、自分
の成長したところが分かる。 

・「単元」があるとそれぞれの授業の内容同士を結び付けて考えることができ、より学びを深めやすい。 
・「Ⅿ-ログpluS」での交流でみんなが考えていることが分かり、それをこれからの自分につなげることができた

ため成長を感じる。 
・「M-ログpluS」のグラフがどんどん埋まっていくことで、自分が考えたことが整理しやすく、成長を感じる。 
・振り返りを書いてから「Ⅿ-ログpluS」に貼り付けることでやっぱり自分はこう思ったなどが友達とも交流しや

すいし、２回振り返りをしている気がしてもっと勉強できた気持ちになって成長を感じる。 
・「Ⅿ-ログpluS」は普段の生活、学校生活が道徳の学習につながっていて、自分がどう成長しているかが分かる。 
 

表４ 「二通の手紙」の概要 

振り返り 
シート 振り返り 

シート 

エ 

イ 

振り返り 
シート 

振り返り
シート 

振り返り 
シート ア 

ウ 

オ 
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授業では「規則を守ること」と「幼い姉弟の思いに応えること」について葛藤する場面を取り上

げ、生徒が考えを交流することで、道徳的価値の理解を深める授業展開を設定した。その際、生徒が

活発に考えを交流するために、１人１台端末を活用し、幼い姉弟を入園させた元さんの行動につい

ての共感度を「心情メーター」を使い、０％～100％の数値で表すこととした。 

実際の授業では、最初は元さんの行動に高い共感度を示し、「規則を破っても仕方ない」という発

言をした生徒も多くいた。しかし、グループや学級での考えの交流を通して、「ルールを守ることが

自分や他の人たちの安心や安全につながるから、しっかりとルールを守ろうと思う」といった記述

へと変化し、生徒は道徳的価値について考えを深めていった。 

この授業において、先に授業を行った３、４組の「M-ログpluS」への学びの配置や記述の内容を

分析したところ、「自分自身との関わり」で学びを深めたと感じている生徒が多かった。そこで、後

に授業を行う１、２組では、指導者は、グループ交

流の中で生徒が発言した「規則を守ることと、姉弟

の思いに応えることのどちらも大事にするにはどう

したらいいかな」という言葉から、「多面的・多角

的な見方」からも考えを深められるように発問を追

加することとした。具体的には、本時でねらいとす

る道徳的価値に迫った後に、「元さんがどのような

行動をとっていたら、お互いに幸せになれただろう」

という発問を追加した(図18のア)。その結果、「そ

の人の安全を考えたら、入園させたことは本当に正

しいかどうか分からなくなるから、他の解決策を探すべきなのかな、

と思いました」「自分や他の人の安全のためにルールを守らなければ

ならないと思う。ルールを守って、お互いにいい気持ちになる方法も

あるんじゃないかと思った」という生徒の振り返りの記述が見られ

た。このことから、元さんの行動について「規則を守るか、規則を破

り幼い姉弟の思いに応えるか」の二択の考えから、「規則を守ること

の大切さを理解した上で、より相手に思いを巡らせた行動があるので

はないか」と考えを広げることができた。 

さらに、この授業について、発問を追加する前の３、４組と追加し

た後の１、２組の「M-ログpluS」を分析したところ、１、２組では「多

面的・多角的な見方で考えられた」と強く感じている位置(図19のイ)

に学びを配置する生徒が増加していた(図20)。このことから、「M-

ログpluS」への学びの蓄積状況を、学級単位で分析することで、授業改善に役立てることができた。 

 

５ 生徒と指導者の変容 

(１) 生徒の変容 

生徒対象の質問紙調査を研究始期である６、７月と研究終期である11月に実施した。「道徳の授

業で学習したことと、各教科や総合的な学習、学校行事などでの学びや経験がつながっていると感

じることがある」の設問を比較すると、肯定的な回答を示した生徒の割合が増加した(p.13の図21)。

また、肯定的な回答を示した生徒に理由を尋ねると、「授業中に発言するときに、発言の仕方やどう

やったら相手に伝わりやすくなるかを道徳の授業で学んだことを使って考えることができるから」

「文化祭や体育祭の学校行事を通して人の気持ちを考えて行動できるようになったから」などが

 

図18 「授業構想シート(改)」の一部 

図19 「M-ログpluS」の分析位置 

図20 「M-ログpluS」の分析結果 

 ３、４組 １、２組 

イ 50% 73% 
(分析対象 116 人) 
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あった(図22)。このことから、各教科や学校生活と結び付けて、自分自身を振り返り、よりよい生き

方を目指そうとする様子や、道徳性に係る成長の実感が深まっていることが分かる。 

一方で、「当てはまらない」と回答をした生徒の割合は研究始期から終期にかけてほとんど変化

がない。その理由を聞くと、「道徳で学習したことが他の授業にあまりつながっていると感じない

から」と答えた生徒がいた。また、つながりを感じていない生徒の多くは、「道徳の授業を通して、

自分の成長を感じることがある」の設問に、「当てはまらない」と答えていた。このことから、「単

元」を設定する時期や内容の見直し、効果的に道徳科と各教科等を関連付ける工夫、「M-ログpluS」
をより効果的に活用する方法などの改善を図り、生徒が道徳科と各教科等を結び付けて成長を実感

できる授業構想を行うことが必要である。加えて、１単位時間の道徳科の授業を充実させることと

生徒の成長の実感につながる評価やフィードバックを行うことを一層進めていく必要がある。 

 

 (２) 指導者の道徳科の授業についての意識の変容 

指導者を対象とした質問紙調査から、研究の終

期には、道徳科の授業における、各教科等を関連付

けた指導について、意識の変容が見られた(図23)。

このことについて、聞き取り調査を行ったところ、

生徒が道徳的価値の理解を深め、道徳性に係る成

長を実感するために、道徳科における「単元」を設

定することや「M-ログpluS」を活用することに効果を感じている意見があった(図24)。このことか

ら、研究を通して、道徳科と各教科等を関連付けようとする意識の向上につながったと考えられる。 

 

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題 

 

１ 研究のまとめ 

(１) 道徳教育全体計画や年間指導計画を基に、「学びの軌跡シート(改)」を活用して、「単元」を設定

することで、各教科等や内容項目を相互に関連付けた授業を構想し、ねらいとする道徳的価値に迫

る授業を実践することができた。 

・道徳の内容項目を日頃から意識することで、道徳の授業時間だけでなく、自分が担当する教科や、行事などに
も関連付けていくことができると感じた。 

・「単元」で道徳の学習をすることで、日常生活と関連付ける場面が多くなった。 
・「単元」を設定して、毎時間前回の振り返りの記述を紹介することで、生徒がこれまでよりも、道徳の授業で

学習してきたことを意識するようになった。 
・「単元」のめあてを「M-ログpluS」を使って考えていくことで、自分の考えの変化がわかりやすく、生徒は自

分の成長を感じていた。 
・「単元」の設定は、今回研究で設定したもの以外でも活用できそうだと感じた。うまく学校生活を関連付ける

ことで、生徒の考えを深める効果があると感じた。 
 

図24 指導者の所感(下線は筆者) 

 図23 指導者対象質問紙調査の結果  

 

 

 

 

・道徳の授業で人と人の関係などを学び、発表の際に周りの人の意

見をよく聞き、さらに自分のアイデアなどを共有しながらよりよ

いアイデアを出すことができたから。 

・友達の意見を聞いて新たな考えが生まれたり、班活動では自分の

意見を相手に伝えて質問し合ったりできたと思うから。 

・受験勉強をどう頑張ればいいか分からなかったけど、努力するこ

との大切さを学んで頑張ろうと思えたから。 

・道徳の授業で命の大切さについて学んだことと、自然体験学習で

のアマゴつかみの命の学習がつながっていると感じたから。 

道徳の授業で学習したことと、各教科や総合

的な学習、学校行事などでの学びや経験がつ

ながっていると感じることがある  

道徳科の授業で各教科や総合的な学習の時間、特別活動(学校

行事、生徒会活動等)との関連を意識した指導を行っている 

 当てはまる 
どちらかと言えば 

当てはまる 

どちらかと言えば 

当てはまらない 
当てはまらない 

始期 ２人 ３人 ５人 １人 

終期 ２人 ８人 １人 ０人 

 

図21 生徒対象質問紙調査の結果(囲みは筆者)       図22 生徒対象質問紙調査の自由記述(一部)(下線は筆者) 

 

回答総数 11人 

(数値は% 回答総数 始期 335 終期 320) 

47 

53 

始期 

終期 
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(２) 生徒が自らの学びを蓄積した「M-ログpluS」を整理し、見直すことで、道徳科の学びと各教科等

の学びを結び付けて振り返りを行い、自らの学びの深まりや変容から道徳性に係る成長を実感する

ことができた。 

(３) 「M-ログpluS」を活用し、組織的に省察を行うことで、道徳科の指導と評価の一体的な充実につ

ながった。 

 

２ 今後の課題 

(１) 道徳教育の要としての役割から、道徳科を各教育活動とより効果的に関連付けるために、学校や

生徒の実態に即して教科横断的な学習計画を立案する必要がある。 

(２) 「M-ログpluS」に蓄積された内容を学級や学年などの集団として分析し、その結果を道徳科の授業

改善や様々な教育活動での指導に生かす方法をさらに検討する必要がある。 
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